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である（Diskowski 2004、鳥光 2008、ノイマン 2009、Drieschner 2010、Wyrobnik 2014）。そのような構図のな
かで、「「自己形成」としてのBildung観あるいはシェーファーのアプローチへの評価は揺らいでおり、伝統的な幼児
教育観の延長線上にある（Drieschner 2010）「現代にそぐわないもの」との見方が示される一方で（Fthenakis 2003）、









































































































されている。中でも、バイエルン州の教育計画（Bayerisches Staatsministerium für Arbeit und Sozialordnung, 





育計画（Ministerium für Schule, Jugend und Kinder des Landes Nordrhein Westfalen 2003）では、子どもが世界
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